



Workshops to Develop Dialoguing Skills, the Skills Required  
to Connect with Each Other 
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 これらの課題を解決する方策について試行錯誤していたところに、愛伝舎の Draw My 
Life ワークショップと出会った。 
(2)愛伝舎 Draw My Life ワークショップ 











 Draw My Life(2)とは、発表者が自身の生い立ちを紹介するライフヒストリー動画である。
発表者は、スピーチをする代わりに、自分自身の Draw My Life 動画を参加者の前で上映し、














































 2015～2016年現時点までに開催されたワークショップの活動概要は、表 1の通りである。 
ワークショップは、参加者を中・高校生、大学生、20 代の社会人など若者に絞って開催






































2 2015 年 8 月 12 名 7 名 19 名 
日本・ブラジル・



















































図 1 2015 年 12 月のデザイン       図 2 2016 年 5 月のデザイン 
 























メインの活動として視聴する動画は、Draw My Life の手法で作成したものを使用してい












 ワークショップは 2016 年になって参加者が増え、参加後のアンケートにおいても好評で
ある。2016 年 7 月に行われたワークショップ参加者 33 名中 20 名がアンケートに答え、20














































（２）WEB MAGAGINE『アップロード』のウェブサイトによると、Draw My Life とは、アメ
リカの Youtuber が 2013 年に自分の生い立ちを動画にしたものをアップしたことか
ら始まった新しいコンテンツの名称である。 
（３）愛伝舎のワークショップで用いられた動画は、Youtube で現在も公開されている。 
Draw My Life〈日本語／アマンダ〉https://www.youtube.com/watch?v=XDrv2KRJlkw 
   Draw My Life〈日本語／キヨシ〉https://www.youtube.com/watch?v=6gDoGwXk1f8 
（2017 年 1 月 25 日最終閲覧） 
（４）筆者、本学講師である桟敷まゆみ、学生支援課の伊藤由香がワークショップを担当
対話してつながる力を育てるワークショップ 9135
























日本語学習支援のあり方－」2016 年 WEB 版『日本語教育実践研究フォーラム報告』日
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